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ゆるぎない想いささえあいの東区
ま ち

　コロナ禍の１年が明け、二度目の春を迎え、日差しの温かさを感じる今日この頃です。
　医療従事者の皆様はじめ市民生活を支えてくださるエッセンシャルワーカーの皆様にはこの
間、昼夜を問わずのご尽力ご奮闘に心から感謝と敬意を表します。
　10都府県に緊急事態宣言が発令され、北海道・札幌では度重なる集中対策期間が発令され
ましたが、ようやく先には明るさがうっすら見えてきました。
　札幌市議会ではこの１年で７回の臨時議会を開催し、ひとり10万円の定額給付金を含め、
約3,600億円の補正予算を決め、医療体制の強化、感染症対策、事業者や市民生活の支援な
どに全力で取り組んでまいりました。一日も早い収束を祈るばかりです。
　札幌市2021年度予算と2020年度補正予算審議の第一回定例議会、予算特別委員会が２
月17日から３月30日まで開催され、秋元市長二期目折り返しの年、一般会計当初予算案は
１兆1140億円の過去最大となり、補正予算では新型コロナ対策として294億円、経済対策
として125億円が提出されました。
　ワクチン接種も２月に約５万人の医療従事者希望者からスタートし、４月までには約50万
人の高齢者が対象となる予定です。まだ、効果など分からないことの多いワクチンです。
　接種は強制ではなく、努力義務であり、ご自分のリスクとベネフィットをお考えいただき、
接種の可否を決定されることをお勧めいたします。接種を望まない方の権利を守り、同調圧力
はあってはなりません。困った時、少しの助けがほしい時には声をあげましょう！！
　共助（身近な地域での助け合い）や公助（公的サービス）がありますので、がんばり過ぎな
いでください。いつでもご相談に応じます。これからも“笑顔のまち札幌”を目指し、市民の
代弁者として、代表として皆さまの声をしっかり市政に反映してまいります。

第一定例会 代表質問報告（２/24）
＜子どもを性被害から守る取組について＞
　札幌市教育委員会は 28年前に当時の教え子の女
性にわいせつ行為を行ったとして、市内男性教員
を懲戒免職処分にしました。
　昨年 12月、東京高裁から性的被害を認定する判
決を受けたことで、教育長は当事者女性に対し、
本市教員によるわいせつ行為の被害を受けたこと、
また十分に寄り添った対応ができなかったことを
謝罪し、子どもの性被害を根絶するという強い意
志のもと、全職員への指導を徹底するコメントを
出しました。
　国は昨年４月から、内閣府、警察庁、法務省、
文科省、厚労省などによる対策会議で「性犯罪・
性暴力対策の強化の方針」を定め、2020 年から３
年間を対策の「集中強化期間」として、取組を強
化します。札幌市は「子どもの権利条例」を制定し、
子ども達の権利を保障する取組を進めてきました。
　子どもの「安心して生きる権利」「自分らしく生
きる権利」「豊かに育つ権利」などを確実に保証す
ることができる対策を講じ、子どもを性被害から
守る取組を一層推進していくことは、私たち大人
の責務です。
質問：教育委員会は子どもを性被害から守るため、
どのように取組むのか、伺います。
答弁：子どもがけっして性被害の当事者になるこ
となく、安心して自分らしく生きていけるように
するためには、性犯罪・性暴力の根絶に向け、社
会全体で取組む必要があります。教育委員会は、
警察や児童相談所等の関係機関と連携し、性被害
の未然防止等について啓発を進めており、学校で
は性に関する指導や情報モラル教育を通じて、性
被害の防止に努めてきました。
　子どもは、誰にも被害を打ち明けられないなど
もあり、今後そうした声をすくい上げる仕組みづ
くりを進め、被害者の支援に携わるNPO法人等
と緊密に連携を図り、子どもを性被害から守る取
組を強化してまいります。

文教委員会＜公立夜間中学について＞（1/26）

　決算委員会では、2022 年４月開校に向け、教職
員への周知、開校準備について伺い、この基本計画
案の策定に先んじて、校務支援システムの掲示板など
を活用し、教職員への情報発信の取組みを始めたと
聞きました。　
　開校準備については、多様な教育ニーズを持った生
徒が在籍する学校であるので、小・中・高校の様 な々校
種から専門性に優れた教員を集めたプロジェクトチーム
を編成し、学校経営の具体的な検討を始めています。
　４定代表質問では、公立夜間中学に入学する方が
通い続けるための支援を伺い、答弁では、校舎施設
のバリアフリー対応、スクールカウンセラーの配置を含
めた教育相談体制の整備、外国語通訳の活用など、
生徒の困りごとに寄り添い、学ぶ意欲の向上につなが
る支援の充実に努めるとのことでした。交通費など就
学援助や給食の実施など豊かな学校生活を保障し、
すべての生徒が安心して学び続けることができる学校
づくりを推進すると表明されました。
質問：「市民への広報・周知」はどのように進めるのか？
来年度の生徒募集のスケジュールや現時点で想定し
ている実施内容について、伺います。
答弁：この学校を必要とする方に確実に情報を伝える
ことは極めて重要と認識しています。学校紹介パンフ
レットに、振り仮名付きに加え、英語・中国語などの
多言語化を作成し、自主夜間中学をはじめとした支援
団体と連携し情報共有いたします。
　８月にシンポジウム開催と併せて入学者向け説明会
実施、９月に実際の校舎で学校説明会実施、待ち望
んでいる方のため、募集は早期の９月から開始、その
後順次全員と相談し、必要とする学びや配慮事項を
丁寧に聴き取り、安心して通える準備を進めます。

今年も感染
症拡大防止
のため、議
場と控室に
分かれて本
会議対応を
行います。

文教委員会
で公立夜間
中学の質問、
2022 年 4
月に中央区
資生館小学
校内に単独
中学校とし
て開設され
ます。
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